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立山カルデラ砂防博物館

は
ず「
。立

し山
か」
しと
い
そう
のと
す
ぐ観
南光
側富
にで
広に
がぎ
るわ
.llつ
山守
力山
ル黒
主部
フヲフ

l事ル
忌ベ
タ'j. 'J 
iこル
智 l
b ト
れを
て思
いい
ま浮
世か
rv I丈
る
方
が
多
い

もうすぐオープン

立
山
カ
ル
デ
ラ
は
、
約
十
万
年
前
に
立
山
の
火
山
活
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
弥
陀
ケ
原
台
地
が
、
そ

の
後
、
常
願
寺
川
に
浸
食
さ
れ
て
で
き
た
東
西
約
六
・
五
キ
ロ
、
南
北
約
四
・
五
キ
ロ
の
く
ぼ
地
(
カ
ル

デ
ラ
と
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
「
大
鍋
」
の
意
昧
)
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フ
か
ら
一
四

O
年
前
(
安
政
五
年
)
の
大
地
震
で
は
、

大
鳶
山
・
小
鳶
山
の
大
崩
壊
に
よ
っ
て
大
量
の
土
砂
が
流
入
し
ま
し
た
。
カ
ル
デ
ラ
内
に
は
今
も
約
二
億

立
万
メ
ー
ト
ル
も
の
土
砂
が
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
一
気
に
流
れ
出
す
と
富
山
平
野
が
二
メ
ー
ト
ル
も
埋

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
土
砂
か
ら
県
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
カ
ル
デ
ラ
内
で
は
明
治
三
十

九
年
以
来
九
十
年
間
に
わ
た
り
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
砂
防
事
業
が
続
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

県
と
建
設
省
が
共
同
で
建
設
を
進
め
て
き
た
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館
は
、
こ
の
「
知
ら
れ
ざ
る
も

う
ひ
と
つ
の
立
山
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
る
も
の
で
、
お
そ
ら
く
世
界
初
の
、
砂
防
を
テ
l
マ
と
し
た
博
物

館
で
す
。
現
在
、
六
月
三
十
日
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
足
先
に
そ
の

概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

』
司
立
山
カ
ル
デ
ラ
の
全
景
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司
昨
年
の
カ
ル
デ
ラ
砂
防
見
学
会

-
新
し
い
タ
イ
プ
の
博
物
館

立
山
駅
前
に
あ
る
「
屋
内
博
物
館
」
と
、
カ
ル
デ
ラ
そ
の
も
の
を
展
示
物
と
す
る

「野

外
博
物
館
」
の
二
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
従
来
型
の
屋
内
展
示
だ
け
で
な
く
、
体
験

学
習
会
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
カ
ル
デ
ラ
の
自
然
や
砂
防
事
業
の
実
態
を
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
、
新
し
い
博
物
館
の
あ
り
方
を
提
示
す
る
も
の
と
も
い
え
ま
す
。

‘富山平野に押し寄せた

大転石 (実物大の模型)

屋
内
j博.
物 j
館

A立山カルデラの大型地形ジオラマ

一
階
に
は

〈
大
型
映
像
ホ
l
ル
〉
が
あ
り
、
日
本
最
大
級

3
2
0
イ
ン
チ
の

3
D

(
立
体
)
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
画
面
で
立
山
カ
ル
デ
ラ
の
風
景
や
安
政
の
大
災
害
に

つ
い

て
の
迫
力
あ
る
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

二
階
の

〈立
山
カ
ル
デ
ラ
展
示
室
〉
に
は
立
山
カ
ル
デ
ラ
の
大
型
地
形
ジ
オ
ラ
マ
、

ア
ニ
メ
と
カ
ラ
ク
リ
舞
台
で
再
現
し
た
安
政
の
大
災
害
シ

ア
タ
ー
、
降
雨
体
験
装
置

な
ど
が
あ
り
、
山
が
崩
れ
て
土
砂
が
生
ま
れ
る
様
子
や
、

土
砂
が
日
本

一
の
急
流

常
願
寺
川
を
流
れ
く
だ
る
災
害
の
お
そ
ろ
し
さ
を
体
験
で
き
ま
す
。

ま
た

〈
S
A
B
O
展
示
室
〉
は
、
立
山
カ
ル
デ
ラ
内
で
行
わ
れ
て
い
る
砂
防
事
業

を
中
心
に
紹
介
す
る
コ

ー
ナ
ー
で
、

資
材
や
作
業
員
を
運
ぶ
工
事
用
ト
ロ

ッ
コ
が
実

車
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ト
ロ

ッ
コ
の
客
車
は
砂
防
工
事
の
歴
史
な
ど
を
紹
介
す
る

ブ

l
ス
に
な

っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の

一
両
で
は
立
山
カ
ル
デ
ラ
ヘ
向
か
う
ト
ロ

ッ

コ
か
ら
見
た
風
景
が
放
映
さ
れ
、
ト
ロ

ッ
コ
ツ
ア
l
の
雰
囲
気
が
体
験
で
き
ま
す
。

野
外
ゾ
ー
ン

「
現
地
そ
の
も
の
が
野
外
展
示
物
」
と
し
て
、
砂
防
事
業
を
実
際
に
目
で
見
、
体
験
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
学
習
見
学
会
を
、
七
月
j
十
月
の
概
ね
週
二
回
、
専
属
解
説
員
の
添

乗
の
う
え
開
催
す
る
と
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

[
実
施
日
]

原
則
と
し
て

毎

週

水

曜

ト

ロ

ッ
コ
利
用

(個
人
対
象
)

第

1
・
3
金
曜

パ
ス
刺
用

(団
体
対
象
)

第

2
・
4
金
曜

。

(

個
人
対
象
)

小
学
校
3
年
以
上
の
健
康
な
方

た
だ
し
、
屋
内
博
物
館
を
見
学
し
た
こ
と
、が
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

参
加
者
一

部
負
担
金
と
し
て
、

大
人

1
、
7
0
0
円

子

供

1
、
0
0
0
円

※
保
険
料
含
む
。

立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
樽
物
館
、
市
町
村
窓
口
、
県
庁
正
面
窓
口
な
ど

に

備
え
付
け
る
応
募
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
D

対

象

[費

用

[
応
募
方
法
]

-
新
し
い
観
先
ス
ポ
ッ
ト

夏
休
み
や
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
、
立
山
駅
前
は
ア
ル
ペ
ン
ル

l
卜
に
向
か
う
観
光
客
で

あ
ふ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
で
は
こ
れ
ら
の
方
々
に
も
ぜ
ひ
博
物
館
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ

き
、
「
も
う
一
つ
の
立
山
」
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
博
物
館
で
は
、

観
光
客
の
た
め
に
立
山
の
見
ど
こ
ろ
と
詳
し
い
気
象
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

立
山
カ
ル
デ
ラ
の
大
自
然
や
、

砂
防
事
業
で
災
害
を
克
服
し
て
き

た
人
間
の
努
力
と
英
知
を
紹
介
す

る
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館
。

驚
き
と
感
動
に
き
っ
と
出
会
え
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

立山カルデラ砂関博物館(屋内博物館)ご利用案内

観覧料 大人 400円 (団体320円)

(20山)
高校・大学生 320円 (q 200円)

小中学生 200円 (q 120円)
団体料金

※立山博物館 (展示館・這望館・まんだら

遊苑)との共通利用券もお得です。

大人 960円 (240円お得，)

高校・大学生 600円 (360円お得)

小中学生 360円 (240円お得:)

開館時間 午前 9時30分~午後5時

休館日 毎週月曜 (祝日の場合はその翌日)

交通案内 富山地方鉄道立山駅から徒歩 1分

問合せ先
立山カルデラ砂防博物館
TEL.0764 (81) 1160 
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A オーブンに向け整備が進む立山カルテ.ラ砂防博物館

【
立
山
山
富

そ
⑫
ほ
か
⑫
雷
題
目
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立
山
駅
i
立
山
博
物
館
に

シ
ャ
ト
ル
パ
ス
運
行

立
山
山
麓
を
訪
れ
る
観
光
客
の
利
便
性
を
確
保
す
る
に
は
、

魅
力
的
な
ス
ポ

ッ
ト
を
結
ぶ
循
環
パ
ス
が
必
要
で
す
。
県
で
は

そ
の
定
期
運
行
に
向
け
た
課
題
を
探
る
た
め
、
立
山
駅
と
立
山

博
物
館
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
パ
ス
を
試
験
運
行
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館
と
立
山
博
物
館
を
両
方

訪
れ
た
い
時
に
も
大
変
便
利
な
シ
ャ
ト
ル
パ
ス
。
皆
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

[
運
行
期
間
]

7
月
げ
日
(
金
)
1
8
月
間
日
(
日
)

9
月
刊
日
(
金
)
1
9
月
初
日

(日
)

叩
月
2
日
(
金

)
i
叩
月
什
日

(日
)

※
立
山
博
物
館
の
休
館
日
は
運
休

[

運

賃

]

片
道

3
0
0
円
(
こ
ど
も
半
額
)

(※寺田乗換え)

{地鉄電車] 【シャトルパス]

富山駅発立山駅着 立山駅発 立山博物館着

8:29→ 9:28 9:40→ 9:52 

9:02→ 9:52 10:25→ 10・37

※10:03→ 11 :07 11 :15→ 11 :27 

10:26→ 11・20 12:25→ 12:37 

11:45→ 12:46 13:10→ 13:22 

12:56→ 13:55 14:10→ 14:22 

13:49→ 14:52 15:10→ 15:22 

14:37→ 15:42 16:00→ 16・12

【シャトルパス] {地鉄電車}

立山博物館発 立山駅着 立山駅発 富山駅着

10:00→ 10:12 10:23→ 11 :29 

10:45→ 10・57 11 :20→ 12:18 

11 :35→ 11 :47 12:21→ 13:28 

12:45→ 12:57 13:13→ 14・10

13:30→ 13:42 14:00→ 14:58 

14:30→ 14:42 ※15:03→ 16:07 

15:30→ 15:42 ※16:08→ 16:54 

16:20→ 16:32 16:54→ 17:45 

運行ダイヤ

間
合
せ

富
山
地
方
鉄
道

8
0
7
6
4
l
担

1
3
4
5
6


